
令 和 ７ 年 度

大阪府南河内郡千早赤阪村

千早赤阪村下水道事業会計補正予算（第１号）



議案第３９号

（総　　則）

第１条

（資本的収入及び支出の補正）

第２条 

第１款　資本的収入
第１項　企業債
第３項　補助金

第１款　資本的支出
第１項　建設改良費

（企業債の補正）

第３条

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

令和７年６月１８日　提　出

千早赤阪村長　 菊井　佳宏

13,250千円 5,000千円 18,250千円

収 入

支 出

74,719千円 10,000千円 84,719千円

（既決予定額） （補正予定額）

92,800千円 5,000千円

（計）

97,800千円

予算第４条に定めた資本的収入及び支出を次のとおり補正する。

令和７年度千早赤阪村下水道事業会計補正予算（第１号）

償還
方法

同左

その他

同左

公共下水道
事業債

公営企業会計
適用債

償還の方法
補 正 前

資金
区分

同左

補 正 後

償還の方法

償還
期限

同左

据置
期間

同左

38,600

3,400

45,200

5,600

起債の目的

流域下水道
事業債

資本費
平準化債

令和７年度千早赤阪村下水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

限度額

予算第５条を次のとおり変更する。

５

起債
の方法

同左

利率

同左

償還
方法

限度額

年以内

３０

資金
区分

償還
期限

その他

年以内

据置
期間

半年賦
又は年
賦元利
均等、
元金均
等又は
満期一
括償還

政府資金につ
いては、その
融資条件によ
り、その他の
場合には、そ
の債権者と協
定するものに
よる。ただ

し、財政の都
合により据置
期間及び償還
期限を短縮

し、もしくは
繰上償還又は
借換えするこ
とができる。

（ 科 目 ）

起債
の方法

普通貸借
(証書借
入)又は
証券発行

利率

43,600

3,400

45,200

5,600

年５．
０％以内
（ただ

し、利率
見直し方
式で借り
入れる場
合は、利
率見直し
を行った
後におい
ては、当
該見直し
後の利
率）

政　府

地方公
共団体
金融機

構

その他
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予 算 に 関 す る 説 明 書



収　　　　入

（単位：千円）

 　　　　　　款  　　　　　　項  　　　　　　目 既決予定額 補正予定額 合計

 １．資本的収入 １３７,６９５ １０,０００ １４７,６９５

 １．企業債 ９２,８００ ５,０００ ９７,８００

 １．建設企業債 ４２,０００ ５,０００ ４７,０００

 ２．資本費平準化債 ４５,２００ ０ ４５,２００

 ３．その他企業債 ５,６００ ０ ５,６００

 ２．他会計出資金 ３０,９１６ ０ ３０,９１６

 １．他会計出資金 ３０,９１６ ０ ３０,９１６

３．補助金 １３,２５０ ５,０００ １８,２５０

１．国庫補助金 １３,２５０ ５,０００ １８,２５０

５．負担金 ７２９ ０ ７２９

 1.受益者負担金 ７２９ ０ ７２９

令和7年度　千早赤阪村下水道事業会計予算実施計画

資 本 的 収 入 及 び 支 出

-  3 -



支　　　　出

（単位：千円）

 　　　　　　款  　　　　　　項  　　　　　　目 既決予定額 補正予定額 合計

 １．資本的支出 １６５,０６４ １０,０００ １７５,０６４

 １．建設改良費 ７４,７１９ １０,０００ ８４,７１９

 １．公共下水道建設費 ７０,７１９ １０,０００ ８０,７１９

 ２．流域下水道建設費 ４,０００ ０ ４,０００

 ２．企業債償還金 ９０,３４５ ０ ９０,３４５

 １．企業債償還金 ９０,３４５ ０ ９０,３４５
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（税抜き、単位：千円）

1 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 0

減価償却費 112,564

賞与等引当金の増減額 27

貸倒引当金の増減額 50

長期前受金戻入額 △ 74,016

受取利息及び受取配当金 △ 1

支払利息 11,977

未収金の増減額 △ 8,834

未払金の増減額 △ 40,829

小　　計 938

利息及び配当金の受取額 1

利息の支払額 △ 11,977

業務活動によるキャッシュ・フロー △ 11,038

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 73,381

無形固定資産の取得による支出 △ 3,636

国庫補助金による収入 18,250

負担金による収入 729

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 58,038

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

他会計からの出資金による収入 30,916

企業債による収入 97,800

企業債の償還による支出 △ 90,345

財務活動によるキャッシュ・フロー 38,371

資金増加額 △ 30,705

資金期首残高 130,284

資金期末残高 99,579

令和７年度千早赤阪村下水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書
（ 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ８ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で ）
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（税抜き、単位：千円）

（１） 有 形 固 定 資 産
イ 土 地 57,721
ロ 建 物 29,291

減価償却累計額 △ 1,673 27,618
ハ 構 築 物 2,012,344

減価償却累計額 △ 169,299 1,843,045
ニ 機 械 及 び 装 置 147,948

減価償却累計額 △ 18,729 129,219
有 形 固 定 資 産 合 計 2,057,603

（２） 無 形 固 定 資 産
イ 施 設 利 用 権 80,928
ロ ソ フ ト ウ ェ ア 0

無 形 固 定 資 産 合 計 80,928
固 定 資 産 合 計 2,138,531

（１） 現 金 預 金 99,579
（２） 未 収 金 28,946

貸 倒 引 当 金 △ 68 28,878
（３） 貯 蔵 品 0

流 動 資 産 合 計 128,457
資 産 合 計 2,266,988

（１） 企 業 債
イ 781,161

固 定 負 債 合 計 781,161

（１） 企 業 債
イ 82,617
ロ 0

（２） 未 払 金 82,728

令和７年度千早赤阪村下水道事業会計予定貸借対照表
（令和８年３月３１日）

資　　　産　　　の　　　部
１． 　固　　定　　資　　産

２． 　流　　動　　資　　産

負　　　債　　　の　　　部
３． 　固　　定　　負　　債

建設改良費等の財源に充てるための企業債

４． 　流　　動　　負　　債

建設改良費等の財源に充てるための企業債
その他の企業債
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（３） 引 当 金
イ 賞 与 引 当 金 432
ロ 法 定 福 利 引 当 金 84

引 当 金 合 計 516
流 動 負 債 合 計 165,861

（１） 長 期 前 受 金
イ 長 期 前 受 金 1,163,482

収 益 化 累 計 額 △ 123,196 1,040,286
繰 延 収 益 合 計 1,040,286
負 債 合 計 1,987,308

（１） 自 己 資 本 金 191,043
（2） 繰 入 資 本 金 30,916

資 本 金 合 計 221,959

（１） 資 本 剰 余 金
イ 補 助 金 0
ロ 負 担 金 0
ハ 受 贈 財 産 評 価 額 57,721

資 本 剰 余 金 合 計 57,721
（２） 利 益 剰 余 金

イ 当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 0
利 益 剰 余 金 合 計 0
剰 余 金 合 計 57,721
資 本 合 計 279,680
負 債 ・ 資 本 合 計 2,266,988

７． 　剰　　余　　金

５． 　繰　延　収　益

資　　　本　　　の　　　部
６． 　資　　本　　金
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重要な会計方針に係る事項
地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。
固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く。）
・ 減価償却の方法

定額法による
・ 主な耐用年数

建物
構築物
機械及び装置

無形固定資産（リース資産を除く。）
・ 減価償却の方法

定額法による
・ 主な耐用年数

施設利用権
引当金の計上方法

・ 職員の退職手当は、「下水道事業職員の退職手当の取扱いに関する協定書」に基づき、一般会計がその全部を負担する
こととなっているため、退職給付引当金は計上していない。

賞与引当金
・ 職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額
（12月から３月までの４ヵ月分）を計上している。

法定福利費引当金
・ 職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度
の負担に属する額（12月から３月までの４ヵ月分）を計上している。

貸倒引当金
・ 債権の不納欠損による損失に備えるため、回収不能見込額を計上している。

消費税及び地方消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

予定キャッシュ・フロー計算書等に関する注記
該当事項なし

⑶
①

2

⑵
① 退職給付引当金

②

③

④

工具、器具及び備品 ５ 年
②

４５ 年

１５ ～ ５０ 年
７ ～ １５ 年

令　和　７　年　度　注　記　表

1

⑴
①

８ ～ ５０ 年
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予定貸借対照表等関連
担保に供している資産

担保に供している資産はなし。
企業債の償還に係る他会計の負担

貸借対照表に計上されている企業債（当年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む。）のうち、一般会
計が負担すると見込まれる額は８６３，７７７千円である。

重要な係争事件に係る損害賠償義務等に関する事項
該当事項なし

その他の注記
該当事項なし

⑵
①

⑶

4

3
⑴

①
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予 算 参 考 資 料



(単位:千円)

款 項 目 節 補正前の額 補 正 額 合 計

１．資本的収入 137,695 10,000 147,695

１．企業債 92,800 5,000 97,800

１．建設企業債 42,000 5,000 47,000

公共下水道事業債 38,600 5,000 43,600 公共下水道整備事業債

流域下水道事業債 3,400 0 3,400 大和川下流流域下水道事業債

2．資本費平準化債 45,200 0 45,200

資本費平準化債 45,200 0 45,200 資本費平準化債

3．その他企業債 5,600 0 5,600

公営企業会計適用債 5,600 0 5,600 公営企業会計適用債

２．他会計出資金 30,916 0 30,916

１．他会計出資金 30,916 0 30,916

一般会計出資金 30,916 0 30,916

３．補助金 13,250 5,000 18,250

１．国庫補助金 13,250 5,000 18,250

国庫補助金 13,250 5,000 18,250

４．負担金 729 0 729

１．受益者負担金 729 0 729

受益者負担金 729 0 729

資　本　的　収　入

令和７年度千早赤阪村下水道事業会計予算説明書

説　　　　　明
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   (単位:千円)

款 項 目 節 補正前の額 補 正 額 合 計

１．資本的支出 165,064 10,000 175,064

１．建設改良費 74,719 10,000 84,719

１．公共下水道建設費 70,719 10,000 80,719

委託料 10,526 10,000 20,526 下水道管移設検討業務委託料 3,850

下水道実施設計委託料 1,000

5,676

10,000

工事請負費 60,193 0 60,193 個人マンホールポンプ設置工事 2,800

汚水管渠布設工事及び舗装本復旧工事 29,589

公共ます設置新規工事 2,000

マンホールポンプ更新工事 12,432

小吹台低区中継ポンプ場改築更新工事 12,372

個人マンホールポンプ更新工事 1,000

2．流域下水道建設費 4,000 0 4,000

負担金 4,000 0 4,000

２．企業債償還金 90,345 0 90,345

1．企業債償還金 90,345 0 90,345 .

企業債償還金 90,345 0 90,345

資　本　的　支　出

下水道事業法適化支援業務委託料

下水道耐震化詳細設計業務

説　　　　　明
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